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6- Session A の討論

A. 山内二郎 大型計算磯用関奴近似についての一つの試み

大型計算微である関数の値を計算するのに Taylor朕開から出発した

Padも展開の近似式を作り， さらにこれにミニマックスの考えをいれて

迂分奴表示の公式を与えたn

（討論）渋谷政昭 M__a_ely 法による有吐詞叙近似の計算1列
ロ ー .. 一

Padも近似における Taylor展開を Chebyshev多項式展開におきか

えれはよりよい近似が得られるたろうと予想される。この思想による

Maely法を用いて，たとえば山内の作った exの Padも 近似から出

発した一様坂艮辺似 2ェと始んど同等の公式を導いた。

（質疑応谷）

（問） P19の5-10式 が(-0.5苫ェ<u.5) 0)とき

2X =1 + 1 7. 3 5 5 6 7 8 I. 2 5. O 3 9 O 1 6 l I ー ·— + -— ^ 
1x+8.6778388. I エ

I柘?I < 4. 3>< 10-7 

という公式を使うときに桁数の大きい計算をしたということでしたが？

（谷）この公式の係数をだすとき 13 ~ 1 5桁の計算が必要であつたが

使うとぎは 8桁でもいいn 一般に連分数形式では減算のとき有効数字が

1桁位おちる欠点があります。

（問 lサプルーチンとしてこの種のたとえば I ER I =10―8 の近似式を

用いて途中の計算を活動小数点 8桁でまるめてしまうと答の精度は有効

数字 8桁でないことがあるのですね？

（答）そうです＾非常に微妙なところですn 安全のためにほ計算磯で

check しておくとよいn ここで注意すべぎは公式の係数は勝手にマル

メて使つてほ精度が保証されませんn

（間）平方根や立方根の計算では区分にわけて常数をたくさん言g憶させ
ておく代りにあとでたとえばv2,v 2などをかけてやる方法しま？
（答）実際にそういうことをやつている啜械もありますn 機械の特性に

ょってどの公式を用いたらよいか判断してから使うべきですn

（森口）連分数計算を行うのに割算のコードでどの機械か一番適してい
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るが宿題とします。
ご・

（渋谷）．fけ）が（a,h) で連続ならは与えられた最艮一様近似の多項

式 Pn（x)が存在することが定理として保証されているが，有理関数近

似のときは個々の関数については数値計算はされているが，また一般的

には収束の証明はないようだn

）試行錯誤的な万法を哉械でやらせることができると面臼し、か。

A. 戸田英雄・山内二郎 関数の関奴を n回微分するためのサプルー

チとエルミット多項式fl （エ）のサプルーチン

与えられた問題を計算機にのせるために，叙値計算可能な式を作るこ

とは，碑論計算と祢して人間がやることが多かった。万針だけを教えれ

ば現在の計算磯でも自分で式を作ってから数値計算できる問題がある。

ここでは正規母集団からの大きさ nの標本範囲の Pdf,.J五(W)の朕開

及び計算について試みた話である n

（問）標題の関数の関数を n回微分するためのサプルーチンというのは

一般の関数でできるのカ~＾
i 

（答） p3 の(3)式の 3の組合せをもれなく作るための Iレーチンで H
(m 
．．の

l‘J  

式はそのつど変りますn 羊頭をかかげて狗肉を禿るような恙甘ではあり

ます。

その他の話題

A. 新井克彦 エラトスネスのふるいによる素数の計算
- -• 

一連の記憶装置の各桁に奇数番号をつけておぎ，次に合成数をつくつ

ていぎ，それに対応する桁を 0としていく，このふるい演算の終了後に

0でない桁をひろいだす万法で，わり算をしない点，、ンフトだけでプロ

グラムができる点が優れている。

A. 田村暖男 プロック・ダイヤグラム・ツミュレータ

計算型計算機を別の面からながめると Simulater として使用でぎる n

プロック・ダイヤグラム計算用のサプルーチンに接続方程式自動作整プ

ログラムでつないだものn

（貫疑応答）

プロック接続に起因する時間おくれは，たとえば Run~e-Ku~ta 法を連

立して使えば起らない筈だが，これについて論談されたが少し疑問点が

あった n

（問）アナログ計算磯なみに速度をあげるにふ印刷を工夫してとびと
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びにやらせても時間を節約することができる＂使用した計算機ほ？

（答）本資料の作製には LGP-30を用いたn

(O)計数型計算磯でもカーブが印刷できると非常に便利で， アナロ

グ計算磯なみに使えるだろう n

(A6) 
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